
敷
島
・
中
郷
間
の
利
根

川
橋
り
ょ
う
は
、
今
年
度
中
に

整
備
手
順
の
検
討
に
入
る
と
い

う
が
、
国
や
県
と
の
協
議
は
。

基
礎
調
査
報
告
結
果
に

つ
い
て
国
や
県
の
関
係
機
関
に

説
明
し
て
き
ま
し
た
。
今
後
は

幹
線
道
路
と
の
取
り
付
け
な
ど

具
体
的
な
調
整
を
進
め
ま
す
。

市
長
自
ら
、
国
や
県
に

対
し
て
ど
の
よ
う
な
要
望
、
要

請
な
ど
を
行
っ
て
い
く
の
か
。

ま
た
、
今
後
の
予
定
は
。

実
施
主
体
を
国
県
と
し

た
橋
り
ょ
う
の
整
備
に
つ
い
て

は
、
国
県
計
画
へ
の
位
置
付
け

等
が
不
可
欠
な
た
め
、
計
画
へ

の
登
載
を
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

敷
島
地
内
の
市
道
　
２

４
６
４
号
線
の
道
路
拡
幅
、
改

良
工
事
は
。

敷
島
駅
北
の
前
橋
片
品

踏
切
を
通
り
県
道
に
つ
な
が
る

市
道
で
、
拡
幅
改
良
は
沿
道
状

況
を
考
慮
し
検
討
し
ま
す
。

各
地
域
で
の
道
路
等
の

要
望
に
つ
い
て
、
地
域
ご
と
の

優
先
順
位
、
地
域
ご
と
の
計
画

書
の
作
成
は
。

地
域
の
実
態
を
踏
ま
え

利
便
性
・
安
全
性
・
緊
急
性
や

地
権
者
の
同
意
、
地
元
熟
度
な

ど
総
合
的
に
勘
案
し
、
全
体
計

画
の
中
で
判
断
し
て
い
ま
す
。

ヘ
ル
シ
ー
パ
ル
赤
城
に

つ
い
て
、
現
場
の
調
査
は
し
な

い
。
従
業
員
、
職
員
等
か
ら
聞

き
取
り
調
査
も
し
な
い
。
ま
た
、

市
民
の
意
見
等
も
聞
か
ず
、
庁

内
検
討
委
員
会
で
、
市
の
財
政

状
況
や
行
政
改
革
の
視
点
か
ら

取
得
し
な
い
と
い
う
の
で
は
、

市
民
と
し
て
も
納
得
で
き
な
い

と
思
う
が
。

ヘ
ル
シ
ー
パ
ル
赤
城
の

施
設
長
さ
ん
に
は
、
何
回
か
市

役
所
へ
お
い
で
を
い
た
だ
き
、

財
政
状
況
と
職
員
の
状
況
等
に

つ
い
て
、
担
当
課
長
が
聞
き
取

り
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

菜
の
花
エ
コ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
、
ヒ
メ
ギ
フ
チ
ョ
ウ
や
ホ

タ
ル
の
生
息
環
境
の
保
全
、
小

水
力
発
電
等
で
バ
イ
オ
マ
ス
タ

ウ
ン
構
想
書
を
提
出
す
べ
き
。

バ
イ
オ
マ
ス
資
源
の
賦

存
量
を
調
べ
、
今
後
の
取
り
組

み
方
や
市
が
行
う
の
か
の
実
施

主
体
を
含
め
て
検
討
し
た
い
。

市
役
所
本
庁
舎
南
や
子

持
、
赤
城
地
区
で
農
業
体
験
を

実
施
し
て
い
る
各
団
体
と
協
力

し
、
市
全
体
と
し
て
グ
リ
ー
ン

ツ
ー
リ
ズ
ム
に
取
り
組
む
べ
き
。

農
協
、
直
売
所
、
指
導

者
と
し
て
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
等
と
連
携
し
、
推

進
し
て
い
き
ま
す
。

19
年
度
は
９
月
か
ら
常

勤
医
師
１
名
増
と
な
っ
た
が
患

者
数
、
医
業
収
支
の
見
込
み
は
。

小
児
科
医
師
の
退
職
や

病
棟
閉
鎖
の
影
響
な
ど
か
ら
、

患
者
数
、
医
業
収
支
と
も
前
年

度
よ
り
減
少
す
る
見
込
み
で
す
。

質
問

20
年
度
は
内
科
医
師
１

名
増
と
な
っ
た
が
４
、
５
月
の

通
院
、
入
院
の
患
者
数
は
。

一
日
平
均
の
入
院
患
者

は
４
月
45
人
、
５
月
41
人
、
外

来
は
４
月
１
５
０
人
、
５
月
１

６
０
人
で
、
過
去
３
年
で
一
番

多
い
患
者
数
と
な
り
ま
し
た
。

20
年
度
は
総
務
省
に
経

営
改
善
計
画
を
提
出
す
る
。
作

成
に
あ
た
っ
て
の
方
針
は
。

作
成
に
あ
た
っ
て
は
、

関
係
機
関
、
市
民
代
表
な
ど
に

よ
る
委
員
会
を
設
置
し
、
広
く

意
見
を
聞
い
て
い
き
た
い
。

医
師
不
足
の
中
、
地
方

の
公
立
病
院
経
営
は
厳
し
い
が
、

引
き
続
き
医
師
・
看
護
師
の
確

保
、
医
師
会
と
の
連
携
等
に
よ

り
市
民
か
ら
信
頼
さ
れ
る
中
核

病
院
を
目
指
し
て
ほ
し
い
。

渋
川
地
域
に
お
け
る
中

核
的
な
病
院
と
し
て
の
役
割
を

果
た
す
べ
く
、
安
定
的
か
つ
継

続
的
な
病
院
運
営
を
図
り
ま
す
。

丸
山
　
正
三

議
員

バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
と

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
・
渋
川
総
合
病
院
に
つ
い
て

使用済み天ぷら油回収拠点（本庁舎）
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平
成
20
年
第
２
回
臨
時
会
が
、
５
月
15
日
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
報
告
が
２
件
、
報
告
と
承
認
を
求
め
る
議

案
が
４
議
案
、
条
例
改
正
な
ど
２
議
案
が
審
議
さ
れ
、

い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
承
認
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

臨
時
会
の
あ
ら
ま
し

第2回臨時会 第2回臨時会 第2回臨時会 
平成20年 

一 般 質 問一 般 質 問

道
路
・
橋
り
ょ
う
整
備

調
査
報
告
書
に
は
地
域
の
均
衡

あ
る
発
展
と
住
民
の
思
い
は
反

映
さ
れ
て
い
な
い
と
思
う
が
。

架
橋
は
旧
市
町
村
の
住

民
の
願
い
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

新
市
都
市
軸
連
携
軸
等
強
化
検

討
委
員
会
の
検
討
を
受
け
て
調

査
し
て
き
た
も
の
で
す
。

合
併
特
例
債
事
業
の
５

橋
と
国
道
17
号
綾
戸
バ
イ
パ
ス

の
橋
り
ょ
う
も
入
れ
た
、
７
橋

の
報
告
書
と
す
べ
き
で
は
。

綾
戸
バ
イ
パ
ス
橋
り
ょ

う
は
、
国
の
事
業
化
が
決
定
し

て
い
た
の
で
、
調
査
対
象
外
と

し
ま
し
た
。

橋
り
ょ
う
整
備
方
針
で

Ａ
Ｂ
に
区
分
し
て
い
る
が
、
国
・

県
に
要
請
が
必
要
な
２
橋
と
市

独
自
で
進
め
る
３
橋
は
合
併
特

例
債
事
業
と
し
て
同
時
進
行
と

す
べ
き
で
は
な
い
か
。
平
成
20

年
度
で
事
業
化
ま
で
進
め
る
計

画
、
速
や
か
な
進
行
を
。

基
本
と
し
て
は
、
基
礎

調
査
報
告
結
果
を
踏
ま
え
た
取

り
組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
。

今
後
、
具
体
的
に
整
備
を
進
め

る
中
で
、
財
政
状
況
、
国
県
調

整
状
況
等
を
見
極
め
な
が
ら
適

切
な
対
応
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

小
・
中
学
校
の

耐
震
化
工
事
の
現
状
と
今
後

全
84
棟
の
校
舎
・
屋
内

運
動
場
の
耐
震
診
断
、
補
強
必

要
棟
数
、
補
強
設
計
完
了
、
補

強
工
事
完
了
棟
数
な
ど
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。
ま
た
、

地
震
対
策
措
置
法
の
対
応
を
含

め
今
後
の
事
業
推
進
計
画
は
。

耐
震
診
断
実
施
済
57
棟
、

補
強
必
要
棟
数
38
棟
、
補
強
完

了
棟
数
11
棟
で
す
。

渋
川
市
耐
震
計
画
に
沿
っ
て

平
成
27
年
度
の
完
了
を
目
標
に

し
ま
し
た
が
、
今
後
は
、
改
正

地
震
防
災
対
策
特
別
措
置
法
に

沿
っ
て
計
画
の
再
検
討
を
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
、

渋
川
市
都
市
計
画
税
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
、
渋
川
市

国
民
健
康
保
険
診
療
所
使
用
料

及
び
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
、
渋
川
総
合
病
院

使
用
料
及
び
手
数
料
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
）
が
４
議

報
告市

長
専
決
処
分
の
報
告
（
和

解
及
び
損
害
賠
償
の
額
を
定
め

る
こ
と
に
つ
い
て
）
が
２
件
報

告
さ
れ
ま
し
た
。

報
告
と
承
認

市
長
専
決
処
分
の
報
告
と
承

認
を
求
め
る
議
案
（
渋
川
市
税

案
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
全
員

一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
な

お
、
こ
れ
ら
の
改
正
は
、
地
方

税
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
も
の

や
、
厚
生
労
働
省
告
示
が
改
め

ら
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

条
例
改
正

渋
川
市
事
務
分
掌
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
は
、
組
織

機
構
の
見
直
し
及
び
所
管
事
務

の
実
態
に
合
わ
せ
改
正
さ
れ
る

も
の
で
、
全
員
一
致
で
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

渋
川
市
副
市
長
定
数
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
は
、
組

織
機
構
の
見
直
し
に
よ
り
、
平

成
18
年
７
月
か
ら
２
人
制
だ
っ

た
副
市
長
（
当
時
は
助
役
）
の

定
数
を
１
人
に
削
減
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
、
全
員
一
致
で
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

常
任
委
員
会
の
審
査

本
会
議
か
ら
総
務
企
画
常
任

委
員
会
に
４
議
案
、
市
民
経
済

常
任
委
員
会
に
２
議
案
付
託
さ

れ
ま
し
た
。
本
会
議
休
憩
中
に

そ
れ
ぞ
れ
の
常
任
委
員
会
を
開

催
し
、
審
査
し
た
結
果
、
い
ず

れ
も
全
会
一
致
で
可
決
、
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

合
併
新
規
事
業
―
橋
り
ょ
う
整
備
事
業

５
月
１
日
、
２
日
の
２
日
間

に
わ
た
り
議
員
研
修
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

全
国
市
議
会
議
長
会
法
制
参

事
の
本
橋
謙
治
氏
を
講
師
に
招

き
、
市
議
会
の
会
議
規
則
の
説

明
を
中
心
と
し
て
市
議
会
を
め

ぐ
る
最
近
の
状
況
や
議
会
の
運

営
に
つ
い
て
講
義
を
受
け
ま
し

た
。
30
人
の
議
員
が
全
員
出
席

し
、
真
剣
に
講
義
を
受
け
た
後
、

活
発
な
質
疑
応
答
が
交
わ
さ
れ

ま
し
た
。

南
雲
　
鋭
一

議
員
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